
基本的な考え方

サステナブル調達の方針
住友化学グループは、取引先との相互発展的で健全な関係の構

築に努めています。公正・公平かつ透明性を確保した取引を自

ら行うことはもちろんのこと、人権尊重とコンプライアンス重

視の精神で、取引先にもサステナビリティへの取り組みを励行

していただけるように、サプライチェーン全体を通してサステ

ナブル調達の取り組みを推進しています。サステナブル調達の

方針と考え方は「購買基本理念」および国内外のグループ会社

における購買業務のガイドラインとなる「グループ購買業務標

準」にも明文化しています。

■ 購買基本理念（概要）

（1） 公正・公平・透明で自由な競争に基づき、個人的な利害関係や恣意の入らない取引を行うように努めます。

（2） 最適な経済合理的方法に基づいて発注先の決定を行うとともに、相互発展を目指した健全な取引関係の維持に努めます。

（3） グループ全体におけるグローバル規模のコーポレートサービスの実現に努めます。

（4） 企業の社会的責任の遂行と取引先との健全な関係構築を目指し、サステナビリティに取り組んでいる取引先からの優先的な
調達に努めます。

（5） 常に品質ニーズを満たし、それ以上の付加価値サービスの提供に努めます。

（6） 購買業務においては安全・安定操業を全てに優先させ、無事故、無災害の実現に努めます。

（7）顧客満足を第一に考えた購買業務の実施に努めます。

（8）購買業務の透明性を確保することに努めます。
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■  住友化学グループ 責任ある鉱物・原材料の調達方針（2020年3月17日制定）

住友化学グループは、「住友化学グループ 人権の尊重に関す
る基本方針」のもと、サプライチェーン上人権への負の影響を
生じさせることとなるリスクが高い原材料等（タンタル、錫、
金、タングステン、コバルト、マイカ、グラファイト、パルプ等
を含むがこれらに限られない）をハイリスク原材料と定義し
ています。そして、ハイリスク原材料の採掘、精錬、製造、取引、
取扱い、および輸出に関連して発生する可能性がある人権へ
の負の影響のリスクを認識し、ハイリスク原材料の責任ある
調達に関する以下の方針を定めます。住友化学グループは、
本方針を遵守するとともに、取引先にも住友化学グループの
方針・考え方を理解し、遵守いただくことを要請します。

　住友化学グループは、ハイリスク原材料の性質に応じて
「OECD紛争鉱物および高リスク地域からの鉱物の責任ある
サプライチェーンのためのデュー・ディリジェンス・ガイダン
ス」（OECDガイダンス）の趣旨にのっとり、以下6段階の枠組
みで取組みを推進しております。

1. 強固な企業管理システムの構築
本方針を供給業者等外部に対して明確に説明し、ハイリス
ク原材料のサプライチェーン管理に関する責任者（経営上
層部）および担当者を設置する。ハイリスク原材料の供給業
者には、標準契約書、誓約書等を通じ、本方針の遵守の誓約
を要請する。

2. サプライチェーン内のリスクの特定・評価
サプライチェーンの透明性システムを導入し、OECDガイ
ダンス付属書IIの趣旨に基づき、ハイリスク原材料の供給業
者について、定期的にリスクを特定し、評価する。リスクを

特定するにあたっては、①ハイリスク原材料の供給業者に
供給源までのマップの作成を要請し、データベースを管理
するとともに、②紛争地域、高リスク地域等の地理的特性
に留意し、人権への負の影響の兆候が発見された場合、ハ
イリスク原材料の供給業者に対して追跡調査を実施する。

3. 特定されたリスクに対応するための戦略を立案・実施
特定されたリスク、およびリスク緩和の取り組み結果につ
いては、ハイリスク原材料責任者の判断により、リスク管理
計画を作成し、以下のいずれかの措置を取る。

 i  ）  リスク緩和の取り組みを継続する間を通じて取引を継
続する

 ii ）  リスク緩和の取り組みを継続する間は一時的に取引を
停止する

 iii）  十分な協力を得られない、改善要求に従わない等、リス
ク緩和の試みが失敗した場合は、当該ハイリスク原材
料の供給業者との取引関係を解消する

　リスク管理計画を実施し、リスクの所在、リスク緩和の取
り組みの進行状況や内容を監視・追跡した上で、ハイリス
ク原材料責任者に報告し、決められた期間保管する。状況
に変化があった場合には、特定されたリスクについて、追
加的評価を実施する。

4.  サプライチェーン上人権への負の影響をより直接・効果に
是正しうる立場にあるハイリスク原材料の供給業者に対し
て、当社または当社の指定する第三者によるサプライチェー
ンデュー・ディリジェンス監査を受けるよう要請する。

5.  実施した取り組みについては、当社ホームページ、統合報
告書、サステナビリティデータブック等を通じて対外的に
開示する。また、必要に応じて、ハイリスク原材料の供給業
者に対して、定期的に、取り組みの結果の報告を要請する
とともに、サプライチェーンにおいて人権への負の影響の
兆候が発見された場合、速やかに当社に通知し、是正の指
示に従うよう要請する。

6.  ハイリスク原材料に関して、業界団体やイニシアティブと
連携し、状況の変化に柔軟に対応する。

　住友化学グループは、取引先におかれても、自ら以上の6段
階の枠組みでの取り組みを推進するとともに、取引先の調達
先にも同等の取り組みの推進を求めるよう要請します。

（注）2024年度より、「サステナビリティデータブック」を「サステナビリティレポート」へ名称変更している
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マネジメント体制

サステナブル調達の方針のもと、サステナブル調達に関する計

画を策定・実行するとともに、グループ会社とも共有してい

ます。また、サステナブル調達の方針と考え方については国内

外のグループ会社における購買業務のガイドラインとなる「グ

ループ購買業務標準」にも明文化し、グループ全体で取り組み

を推進しています。

目標・実績

■ 2023年度 グループ全体の取り組み

■ 2023年度 取引先への取り組み

主な取り組み 内容
グループ情報交換会
2回

参加会社：25社
•  サステナビリティ（ハイリスク原材料を含む人権尊重、環境保全等）への取り組み

全社購買連絡会
2回

参加者：事業部購買責任者
•  サステナビリティ（ハイリスク原材料を含む人権尊重等）への取り組み、BCP対策の情報共有

購買担当者教育 対象者：購買担当者全員（新入社員、転入者含む）
•  サステナビリティ（ハイリスク原材料を含む人権尊重、環境保全等）への取り組み

主な取り組み 内容

取引先懇談会 
3回

参加会社：42社（主要資機材取引先）
• 労働安全についての情報共有、サステナビリティ（人権尊重）への取り組みなど

お取引先様情報交換会 
1回

参加会社：53社（主要原材料取引先）
•  当社のScope3※1削減に向けた取り組みを主要サプライヤー※2に説明し、各社におけるGHG排出削減および削減に関する情
報共有への協力を要請、製品カーボンフットプリント算出システム（CFP-TOMO®）の紹介

•  サステナビリティ（ハイリスク原材料を含む人権尊重、環境保全等）への取り組みの説明および協力の依頼、内部通報制度につ
いての紹介など

既存取引先評価 
（サステナブル調達率調査）

対象：原材料購買実績上位90%を占める既存取引先すべて 
サステナブル調達率※3：76%（2024年4月末日現在）

新規取引先評価
新規取引先のデュー・ディリジェンス実施率：100%
評価で良好と判断し、取引を開始した取引先：100%

監査 品質監査などに合わせたモニタリング実施数：11件（いずれも書面監査。サステナブル調達チェックシートにて問題ないことを
確認済）

ハイリスク原材料に関する 
取り組み

「住友化学グループ 責任ある鉱物・原材料の調達方針」に則ってデュー・ディリジェンスを実施中。紛争鉱物（金、タンタル、タン
グステン、錫）、コバルト、マイカについては、RMI（Responsible Minerals Initiative）が発行するテンプレート※4を、その他ハイ
リスク原材料についてもRMIに準拠した書式を使用し、これらを含む原材料の全取引先から回答入手済
〈回答回収状況〉
• 紛争鉱物、コバルト、マイカ：回答回収率100%、そのうち問題があると判断した取引先0%
• その他ハイリスク原材料：回答回収率100%、追加確認が必要な一部取引先に対して対応中

人権質問票
• 2022年度にエンゲージメント※5を実施した5社中、必要と判断した4社に対し進捗のフォローアップを実施
• 新たに主要取引先10社に調査を実施し、全社から回答受領。人権に対する取り組みの実態を把握

※1 購入する原料の製造段階、輸送段階などでの排出
※2 購入原料で90%を占めるサプライヤーが対象
※3 住友化学グループ サステナブル調達チェックシートの回収率
※4  • 紛争鉱物（金、タンタル、タングステン、錫）：CMRT（Conflict Minerals Reporting Template） 

• コバルト、マイカ：EMRT（Extended Minerals Reporting Template）
※5 サステナビリティへの取り組みに対する情報交換や、住友化学グループにおけるベストプラクティスの共有、取引先へのサポートなど
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取り組み事例

サステナブル調達の取り組み
住友化学は、ウェブサイトの「購買情報」に「サステナブル調達」

のページを設け、サステナブル調達の取り組みを広くステーク

ホルダーにお知らせしています。また、このページには、「住友

化学グループ サプライヤー行動規範」および全項目について取

引先で自己評価ができる「住友化学グループ サステナブル調達

チェックシート」を掲載しており、取引先の皆さまがこれらをダ

ウンロードし、評価結果を報告できるようにしています。

住友化学グループ サステナブル調達チェックシート
  I   法令遵守・倫理
法令等の遵守および国際行動規範の支持・尊重、競争法の遵守、

政治・行政との健全な関係の維持と賄賂の禁止、不適切な利益

供与および受領の禁止、知的財産の尊重、不正行為の事前予防・

早期発見・是正のための体制構築と通報者保護、適切な情報開

示、組織の機密情報や個人情報の保護およびコンピュータ・ネッ

トワーク上の脅威に対する防御策の構築について、適切な管理

がされているかチェックしています。

 II  社会
人権の尊重・人権侵害への加担の防止、あらゆる差別やハラス

メントの禁止、労働時間や休暇等に関する法令や労働協約等の

遵守とILO基準の尊重・過度な労働時間の削減、従業員の結社

の自由および団体交渉権を含む労働に関する基本的な権利の

尊重、強制労働の禁止、児童労働の禁止・若年労働者への配慮、

法定最低賃金の遵守・生活賃金への配慮、品質に関するマネジ

メントシステムの構築および運用、製品・サービスの安全性確

保と法規制・顧客要求事項・自主品質管理基準の明確化と遵守、

サプライチェーンにおけるサステナブル調達推進
新規の全ての取引先には「住友化学グループ サプライヤー行動

規範」にて住友化学の方針・考え方を理解いただくとともに、事

前に「住友化学グループ サステナブル調達チェックシート」を

提出いただくことにより、遵守状況のデュー・ディリジェンス

を実施し、評価判定が良好であることを確認した後に取引を開

始しています。また、取引開始後は、当社が遵守状況を定期的

にモニタリングし、サステナビリティに取り組んでいる取引先か

らの優先調達に努めることとしています。モニタリング結果は

データ管理し、定期的に内容を確認しています。

　サステナブル調達チェックシートの回答で取り組みが不十分

であると判断される取引先に対しては、改善計画の確認等を行

うなどのフィードバックを行うことでサステナブル調達への理

解と協力をお願いしています。なお、人権等の重要な取り組み

に対し、長期にわたり改善が見られない取引先は、高リスク業

者としてより重点的にフィードバックとモニタリングを実施し

ます。

　また、原材料の主要取引先に対して住友化学グループ サプラ

イヤー行動規範／サステナブル調達チェックシートを送付・回収

し、その回収状況をサステナブル調達率として管理しています。

化学物質の適切な管理と関係法令の遵守、製品・サービスに関

する情報の適切な開示、事故発生や不良品流出時における適切

な対応、地域社会への負の影響を減らす取り組みの推進および

地域社会への貢献、サプライヤー管理、製品・サービスの安定供

給に必要な体制の整備、適切な輸出入管理、責任ある原材料調

達について、適切な管理がされているかチェックしています。

III  労働安全衛生
労働安全衛生に関するマネジメントシステムの構築および運

用、災害・事故などの緊急事態の想定・設備対策・対応手順類の

策定および教育や訓練の実施、安全衛生上のリスクの評価と適

切な安全衛生対策・安全衛生情報の教育や訓練の提供、安全で

衛生的な職場環境の提供と適切な健康管理、労働災害および疾

病の事例の分類・記録・必要な治療の提供・調査・報告・是正措

置の実施について、適切な管理がされているかチェックしてい

ます。

IV 環境
環境に関するマネジメントシステムの構築および運用、外部環

境に排出される化学物質の適切な管理と排出削減、温室効果ガ

ス（GHG）の排出削減・気候変動影響への適応など気候変動対

応、廃棄物の適切な管理と削減の推進および責任ある処理・処

分、資源（エネルギー・水・原材料等）の持続可能で効率的な利用、

生物多様性の保全について、適切な管理がされているかチェッ

クしています。

    https://www.sumitomo-chem.co.jp/sustainability/files/
sustainable_procurement_checksheets_j.xlsx   

「住友化学グループ サステナブル調達チェックシート」

    https://www.sumitomo-chem.co.jp/sustainability/files/
docs/suppliers_code_of_conduct_j.pdf   

「住友化学グループ サプライヤー行動規範」
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お取引先様情報交換会
住友化学は、主要取引先の皆さまと定期的に情報交換会を実施

しており、住友化学グループのサステナビリティに関する取り

組みについて紹介しています。当社グループの調達活動に関す

る方針を理解していただくことにより、サプライチェーン全体

で持続可能な社会の実現に貢献することを目指しています。

　上記取り組みに加え、2021年度からは、当社主要取引先を対

象に、人権に特化した質問票（人権質問票）による詳細調査も実

施しています。人権質問票は、会社全体のマネジメントシステ

ムと、人権に特化した質問（人権リスクの有無とリスク低減措

置の実施状況）を確認する２部構成になっています。回答いた

だいた全ての取引先に対して結果をフィードバックするととも

に、より取り組みを進めていただきたい取引先に対しては、個

別にエンゲージメント（サステナビリティへの取り組みに対する

情報交換や、住友化学グループにおけるベストプラクティスの

共有、取引先へのサポートなど）も実施しています。

ハイリスク原材料に関する取り組み
住友化学グループでは、2020年3月に「住友化学グループ 責任

ある鉱物・原材料の調達方針」を制定しています。この方針で

は、サプライチェーン上で人権への負の影響を生じさせるリス

クが高い原材料等（タンタル、錫、金、タングステン、コバルト、

マイカ、グラファイト、パルプ等を含むがこれらに限られない)

をハイリスク原材料として定義するとともに、そのハイリスク

原材料の性質に応じて、「OECD紛争鉱物および高リスク地域

からの鉱物の責任あるサプライチェーンのためのデュー・ディ

リジェンス・ガイダンス」（OECDガイダンス）の趣旨に則った取

り組みを推進することとしています。

　この方針に則り、特定したハイリスク原材料を含むすべての

原材料を社内データベースより抽出し、対象の取引先に対して

RMI（Responsible Minerals Initiative）が発行するテンプレー

トもしくはそれに準拠した書式を用いて定期的に確認し、問題

があると判断した場合には、改善要請を行うとともに、十分な

協力が得られない場合は調達を停止するなど、適切な措置を講

ずることとしています。

グループ全体のサステナブル調達推進
国内外グループ会社の購買代表者と定期的に情報交換会を実

施し、グループ全体でのサステナブル調達推進について協議し

ています。加えて、コミュニケーションを円滑に進めるべく、グ

ループ会社との情報共有サイトを開設して相互に情報を発信・

共有し、グループ全体としてのサステナブル調達の浸透・推進

を図っています。

■ サプライチェーンにおけるサステナブル調達推進の仕組み

  人権尊重：B. サプライヤーDD  

  人権尊重：C. ハイリスク原材料DD  

取引先（商社・メーカー）

住友化学

改善計画の作成 サステナビリティの推進

自己評価と報告

浸透・遵守の仕組み

報告のフィードバック 行動規範項目の解説

モニタリングと支援 住友化学グループ 
サプライヤー行動規範
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https://www.sumitomo-chem.co.jp/sustainability/files/docs/society_HumanRights#page=6.pdf
https://www.sumitomo-chem.co.jp/sustainability/files/docs/society_HumanRights#page=7.pdf
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